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Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

イオン液体(IL)は陽イオンと陰イオンから構成される室温で液体の塩である。難揮
発性、不燃性、熱安定性、高いイオン伝導性、大きな電気化学ウィンドウなど電子
デバイス応用への適性が高いが、液体故の流動性がデバイス運用に向けた課題であ
る。そこで、デバイス運用に向けてILをナノポーラスマトリックスに閉じ込め空間
制御することにより流動性の課題を克服する研究が、近年なされている[1]。ナノポー
ラスマトリックスの一つとして材料内部に細孔が規則正しく配列して存在する金属
有機構造体(MOF)が注目されている。MOFにILを充填したIL充填MOF(ILMOF)で
はILの流動性制御だけでなく、ILとMOF間の相互作用により、ILとMOFそれぞれ単
体では見られない新たな物性の発現も報告されている[2]。しかし、その詳細な機構
は未解明であるであることから、本研究では、電極付きのILMOF単一単結晶を合成
し、電気特性評価を行うことで、IL-MOF間相互作用の解明を試みた。

実験
Experimental

Fig. 1のように、フォトリソグラフィ及び電子ビーム蒸着によりAu電極を成膜した
電極付きのSiO2基板を前駆体溶液に浸漬させてMOFを合成することにより、Fig. 2
に示す電極付きMOF単結晶を合成した。その後、ILに浸漬させ真空加熱することに
より電極付きILMOFが合成される。電極付ILMOFの電気特性評価にはインピーダン
スアナライザを用いた。

結果と考察
Results and Discussion

Fig. 3にインピーダンス測定で得られたcoll-coll plotを示す。高周波側にバルク抵
抗起因の半円が出現し、ここから電気伝導度を求めた。電気伝導度の温度依存性が
アレニウス則に従うことが明らかになり、その活性化エネルギーを求めた結果、IL
のアニオンのイオンサイズが小さい程活性化エネルギーが大きくなった。故に、細
孔中のILの運動はアニオンとMOF骨格の相互作用に支配されていることが示唆され
た。今後は、電極サイズや電極間隔をパラメータとし、系統的なインピーダンス測
定を行うことにより、IL-MOF間の更なる相互作用解明を試みたい。

図・表・数式 1
Figures, Tables and

Equations 1

Fig. 1 電極付MOFの合成方法
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Fig. 2 電極付MOFの顕微鏡像

図・表・数式 3
Figures, Tables and

Equations 3

Fig. 3 ILMOFのインピーダンス特性
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Fig. 4 ILMOF電気伝導度の温度依存性
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